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  会津若松地方広域市町村圏整備組合は、昭和 47 年 4

月 1 日に発足し、現在、会津若松市、磐梯町、猪苗代

町、会津坂下町、湯川村、柳津町、三島町、金山町、

昭和村及び会津美里町の 1市 7 町 2 村で構成されてい

る。 

近年、経済の発展を反映し生活圏が広がってきたこ

とから、市町村の区域をこえた広域の行政区域として、

歴史的にも、経済、文化、医療面などの各方面でも深

い関わりをもつ市町村が「単独で実施することが困難

な事務」や「共同処理することが効率的である事務」

を行っている。 

また、平成 18 年 9 月 1 日に廃棄物処理を事務とし

ていた会津地区広域事業組合と、平成 21 年 4 月 1 日

に水道用水供給事業の経営を事務としていた会津若松

地方水道用水供給企業団と統合したことにより、現在

の共同処理事務は、次のとおりとなっている。 

① 消防に関すること(消防団に関することを除く) 

② ごみ処理施設の設置・管理及び運営に関すること 

③ し尿処理施設の設置・管理及び運営に関すること 

④ 介護認定審査会の設置及び運営に関すること 

⑤ 水道用水供給施設の設置及び経営に関すること 

(会津若松市、会津坂下町及び会津美里町に限る) 

 

◆圏域の面積・人口・世帯数 

                    (令和5年4月1日現在) 

区分 面積（㎢） 人口(人) 世帯数 

会津若松市 383.03 113,386 48,983 

磐 梯 町 59.69 3,165 1,084 

猪苗代町 395.00 12,839 4,698 

会津坂下町 91.65 14,308 5,253 

湯 川 村 16.36 2,955 980 

柳 津 町 176.07 2,870 1,106 

三 島 町 90.83 1,303 591 

金 山 町 293.97 1,717 830 

昭 和 村 209.34 1,157 596 

会津美里町 276.37 17,929 6,402 

合  計 1,992.31 171,629 70,523 

 

 

 

◆組合議会と執行機関(令和5年4月1日現在) 

 〇 組合議会 

・ 定数            20 人（会津若松市 7 人、会津

美里町 3 人、猪苗代町 2 人、

会津坂下町 2 人、ほか 4 町 2

村は各1人） 

・ 議員構成      組合市町村の議会において、そ

の議会の議員のうちから選挙

された者 

・ 組合議会定例会  年2回（2月及び8月） 

・ 常任委員会      総務消防委員会（定数 10 人）、 

環境衛生委員会（定数 10 人）、

水道供給委員会（定数8人） 

・ 議会運営委員会  定数7人 

 〇 執行機関 

・ 管理者等  管理者 1 人、副管理者 9 人（組合市

町村の長）、会計管理者（会津若松

市会計管理者のあて職） 

・ 監査委員  組合議会選出者 1 人、識見を有する

者1人 

・ 事務局    事務局長以下職員38 人（一般職員34

人、企業職員4人） 

・ 消防   286人 

 

  

  

圏域内の廃棄物処理事業として「ごみ」と「し尿」の

処理施設の設置、管理及び運営を行っている。 

廃棄物処理は、住民の生活環境に直結する事業であ

り、廃棄物を円滑かつ適正に処理するために努めてい

る。 

◆手数料（一般廃棄物） 

区   分 手  数  料 

し尿 
10kgごとに11円 

浄化槽汚泥 

ごみ 
燃やせるもの 10㎏ごとに80円 

燃やせないもの 10㎏ごとに170円 

 

◆使用料（産業廃棄物） 

区   分 使  用  料 

燃やせないもの 10㎏ごとに270円 

 

 

環境センター 

概 要 

 会津若松地方広域市町村圏整備組合 
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◆処理できない廃棄物 

 【ごみ】 

「危険及び有害なごみ」「直径1.5cm、長さ1.8ｍを超え

る鉄材」「土木建築用鋼材」「クランク軸、歯車等の硬質鋼

材」「直径又は1 辺 15cm、長さ2ｍを超える木及び木柱」

「幅1ｍ、厚さ15cm、長さ2ｍを超える板及び合板」「各種

ボンベ及び石油類タンク等」「自動車」「コンクリート、レ

ンガ及びがれき」 

 【し尿】 

「家畜のふん尿」「浄化槽以外の汚泥」 

◆処理できる産業廃棄物(燃やせないものに限る) 

    一般廃棄物の処理に支障を生じない範囲の量のも

の「固形状廃プラスチック類(自動車用タイヤを除く)」

「金属くず、ガラスくず及び陶磁器くず」 

◆利用時間及び休日 

〇 利用時間 

    ・月曜日から金曜日まで   

     午前8時30分～正午 

    午後1時00分～午後4時30分 

〇 休日 

     日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和

23年法律第178号）に規定する休日(ごみ焼却処理

施設を除く。)並びに 1 月 2 日、3 日及び 12 月 29

日から12月31日までの日。 

◆ごみ焼却処理施設 

・所在地    会津若松市神指町大字南四合字深川西

地内 

・炉 型 式  全連続燃焼式機械炉 

・処理能力  225ｔ/24時間(75t/24時間×3基) 

・完 成  昭和63年12月 

・総事業費  4,287,937千円 

  なお、平成12年度から3か年継続事業でダイオキシ

ン類の削減を図るために改造工事を実施した。 

・総事業費 3,199,671千円 

◆ごみ破砕処理施設 

・所在地    ごみ焼却処理施設と同じ 

・処理方式  圧縮、剪断、衝撃破砕方式 

・処理能力  50ｔ/5時間(10t/時間) 

・完 成  昭和53年3月 

・総事業費  253,245千円 

◆リサイクルセンター 

・所在地   ごみ焼却処理施設と同じ 

 

 

・びん・ペットボトル圧縮保管施設 

保管可能量  200㎥ 

完  成    平成10年1月 

総事業費   114,994千円 

 ・プラスチック製容器包装圧縮保管施設 

保管可能量  136㎥ 

完  成    平成17年3月 

総事業費   173,889千円 

◆有機性廃棄物リサイクル推進施設(し尿処理施設) 

・所在地    会津若松市神指町大字南四合字才ノ

神地内 

・処理方式  浄化槽汚泥の混入比率の高い脱窒素

処理方式 

・処理能力  211kℓ/日 

・完  成  令和3年3月 

・建設事業費 5,228,588千円 

   

◆最終処分場 

【沼平第３最終処分場】 

・所在地    磐梯町大字更科字沼平地内 

・埋立地    容量   152,000㎥ 

・浸出水処理施設  120㎥／日 

・完  成     令和4年7月 

・総事業費     5,676,312千円 

 

◆廃棄物の搬入量         (令和4年度実績） 

区 分 

し尿及び 

浄化槽汚泥 

(㎘) 

燃やせる 

もの (t) 

燃やせない 

もの (t) 

会津若松市 35,405.18 38,161.93 2,094.62 

磐梯町 1,202.61 1,162.12 74.76 

猪苗代町 4,298.22 4,569.18 238.50 

会津坂下町 9,003.71 3,992.06 264.15 

湯川村 1,318.06 825.21 65.49 

柳津町 1,332.56 885.18 65.72 

三島町 1,589.34 395.15 31.48 

金山町 2,153.10 474.23 49.16 

昭和村 340.00 305.57 22.88 

会津美里町 9,903.08 5,371.85 484.27 

合計 66,545.86 56,142.48 3,391.03 
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  消防組織は、会津若松市に会津若松地方広域市町村

圏整備組合消防本部を設け、圏域内で 4 消防署、1 分

署、7 出張所を設置し、消防長以下消防職員 286 人

（令和 5 年 4 月 1 日現在）で消防活動及び救急活動を

行っている。 

 

◆機構図 

消防本部
 総務グループ・財政グループ

消防長 次長
 警防グループ・救急グループ

会津若松消防署

猪苗代消防署
 消　防　署

会津坂下消防署

会津美里消防署

総 務 課

予 防 課 予防 グループ・危険物グループ

警 防 課

指 令 課 指令第1 　・　2当直
( 会津若松地方・喜多方地方消防指令センター）

総  務  係

予 防 係

警 防 係

救 急 係

救 助 係

城 南 分 署
 （消防本部訓練センター）

小 松 出 張 所

十 文 字 出 張 所

総 務 係

予 防 係

警 防 救 急 係

磐 梯 出 張 所

総 務 係

予 防 係

警 防 救 急 係

柳 津 出 張 所

三 島 出 張 所

金 山 出 張 所

昭 和 出 張 所

総 務 係

予 防 係

警 防 救 急 係  
 

◆火災発生及び救急活動状況 

       (令和4年1月1日～令和4年12月31日) 

区分 圏域内 本市分 

火災 

発生 

状況 

件数     (件) 72 35 

損害額     (千円) 157,771 39,234 

建物焼損面積  (㎡)   

上段 床面積 4,899 1,144 

下段 表面積 346 187 

死傷 

者数 

死者 

(放火自殺者除く)(人) 
4 2 

傷者        (人) 11 4 

救急 

活動 

出動件数    (件) 9,650 5,987 

搬送人数    (人) 9,277 5,736 

 

 

   
 
会津若松市、会津坂下町及び会津美里町の１市２町

に対し、広域的な水道施設整備を行い、水道用水供給

施設の設置及び経営を行っている。 

 この水源は、国土交通省直轄ダムである大川ダムの

放流水であり、場内の取水口より取水し浄化した後、

自然流下により関係市町に供給している。 

◆用水料金体系 

各構成団体の水道事業が掲げる目標年次までの受給

計画に基づき、費用負担の平衡化と経営の健全化を期

するため、基本料金と水量料金の二部料金制を採用し

ている。なお、用水料金について、平成 31 年 4 月 1

日に一部改定した。 

◎ 基本料金 

  〇 内容    人件費、事務費、支払利息、減価償却費

などの固定費用 

  〇 構成団体別料金   

・会津若松市  14,932千円／月 

・会津坂下町  12,740千円／月 

・会津美里町  7,397千円／月 

（消費税及び地方消費税抜き）   

◎ 水量料金 

  〇 内容   電力費、薬品費等ランニングコスト 

  〇 料金   10円／㎥     

 ○ 超過水量  55円／㎥  

  （消費税及び地方消費税抜き） 

◆事業の概要 

◎ 構成団体別計画給水量 

 会津若松市   10,900㎥／日 

 会津坂下町    9,300㎥／日 

 会津美里町    5,400㎥／日 

       合     計    25,600㎥／日 

◎ 水源及び取水地点 

・水源       阿賀川表流水(大川ダム放流水) 

  ・取水地点   会津美里町穂馬字下川原地内 

◎ 水利権   0.318㎥／Ｓ 

       （令和２年６月５日水利使用更新許可） 

◎ 供給開始  平成2年4月  一部給水 

                 平成2年6月  全面給水 

◎ 工期及び事業費   

・工期       昭和50年度～平成元年度 

・事業費    12,945,367千円  

 

 

消防組織 水道用水供給事業 

指令第1・第2当直 
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◆施設利用状況      

       

区  分 会津若松市 会津坂下町 会津美里町 

   

４ 

年 

度 

年合計流量(㎥) 1,780,078 1,727,200 1,710,043  

日平均流量(㎥) 4,877 4,732 4,685   

施設利用率(％) 44.74 50.88 86.76   

３ 

年 

度 

年合計流量(㎥) 1,747,916 1,831,430 1,676,119   

日平均流量(㎥) 4,789 5,018 4,592   

施設利用率(％) 43.94 53.96 85.04   

２ 

年 

度 

年合計流量(㎥) 1,755,771 1,868,280 1,585,132   

日平均流量(㎥) 4,810 5,119 4,343   

施設利用率(％) 44.13 55.04 80.43   

元 

年 

度 

年合計流量(㎥) 2,053,904 1,931,390 1,572,603   

日平均流量(㎥) 5,612 5,277 4,297   

施設利用率(％) 51.49 56.74 79.57   

30 

年 

度 

年合計流量(㎥) 2,359,589 1,919,410 1,607,369   

日平均流量(㎥) 6,464 5,259 4,404   

施設利用率(％) 59.30 56.55 81.56   

29 

年 

度 

年合計流量(㎥) 2,260,921 1,899,390 1,625,496   

日平均流量(㎥) 6,194 5,204 4,453   

施設利用率(％) 56.83 55.96 82.46    
 

          

◆令和４年度業務量 
  ・年間総送水量   5,310,779 ㎥ 
 ・年間総有収水量  5,217,321 ㎥     

 ・1 日最大給水量  16,217 ㎥／日（令和 5年 1月 26 日）   

 ・1 日平均給水量  14,294 ㎥／日 

 ・施設利用率 (1 日平均給水量／１日最大給水能力)×100＝(14,294 ㎥／25,600 ㎥)×100＝55.8％ 

 ・施設負荷率 (1 日平均給水量／1日最大給水量)×100＝(14,294 ㎥／16,217 ㎥)×100＝88.1％ 

 ・最大稼働率 (1 日最大給水量／１日最大給水能力)×100＝(16,217 ㎥／25,600 ㎥)×100＝63.3％ 

 ・有  収  率 (年間総有収水量／年間総送水量)×100＝(5,217,321 ㎥／5,310,779 ㎥)×100＝98.2％ 
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  会津総合開発協議会は、会津地方の急速かつ計画的

な開発を促進するため、昭和38年に設立された。 

「会津はひとつ」のスローガンのもと、全会津 17

市町村の首長及び議会議長で組織され、主に会津地方

の振興・発展に資する事業の実現のために、一丸とな

って国や県に対して要望活動を実施しているほか、構

成市町村に共通する課題や事業についても、その実現

を図るための調査・研究を行っている。 

また、会津若松、南会津、喜多方の各広域圏単位で

地方部会が組織されており、それぞれの圏域に密着す

る事業を重点的に選択し、地域の発展のため国、県な

どへの要望活動を行っている。 

 

◆組織・構成 

 ・ 会員  34名…会津17市町村の首長、議会議長 

 ・ 役員  会長1名、副会長4名、部会長3名、 

理事若干名、監事2名 

 

◆活動内容 

・会津地域の振興を目的とした国や県に対する要望

活動の実施 

・会津地域の振興に寄与する講演会や研修会の開催 

・会津地域の振興に関する調査や研究の実施 

・第三セクター鉄道（会津鉄道・野岩鉄道）に対す 

る支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本協議会は、電算事務を共同で管理・執行すること

を目的として、昭和 42 年に地方自治法第 252 条の 2

の2に定める協議会として設立された。 

 以来、数々の事務の電算化を進め、法制度改正など

の国の施策へ迅速に対応しながら、構成団体の効率的

な情報化の推進に取り組んできた。 

 また、全国的にも先駆けて、自治体クラウドに取り

組んでおり、平成 17 年度からは、民間のデータセン

ターを活用した共同運用を行い、平成 22 年度からサ

ーバ仮想化による共同運用を行っている。 

 

◆沿革 

昭和42年4月 2市7町2村で発足 

昭和62年1月 会津若松市で住民情報オンライン 

        システム本稼動開始 

平成 4 年 4 月 町村で共同開発、共同利用、共同発注

による住民情報オンラインシステム

本稼動開始 

平成11年4月 総合行政情報システムが全面稼働 

平成17年4月 会津ｉＤＣ情報システムが全面稼働 

（「自治体クラウド」として共同運用

開始） 

平成22年4月 民間データセンターを活用した新情

報システムが順次本稼働を開始 

（6町村は、サーバ仮想化技術の導入 

による共同運用） 

 

◆構成団体（令和5年4月1日現在） 

・1市3町3村（会津若松市、北塩原村、磐梯町、 

 湯川村、柳津町、金山町、昭和村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会津総合開発協議会 

会津地方市町村電子計算機管理運営協議会 
 

会津総合開発協議会 会津地方市町村電子計算機管理運営協議会 
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